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１．はじめに  

 国土交通省では，ＩＣＴ等を活用した建設生産性の向上を目指している．このため，国土技術政策総合研究

所では，ＩＣＴ施工における新たな出来形管理手法として，トータルステーションを用いて法肩や法尻などの

横断変化点の位置座標を任意の場所で計測し管理する手法の構築を目指し，出来形管理要領案の検討，要領案

に基づき帳票出力等に必要なソフトウェア実装の検討を行っている．そこで筆者らは，ＴＳを用いた横断変化

点管理による出来形管理手法の実装に先立ち，ＩＣＴ活用工事（土工）現場等における出来形の実態調査を元

に，積雪地域におけるＴＳを用いた横断変化点管理による出来形管理手法について報告する． 

２．目的 

 本稿は，積雪地方における出来形管理にＴＳを活用した出来形管理を行う事により，出来形管理作業の省人

化について，検証し，評価したものである． 

３．ＴＳによる横断変化点管理による出来形管理手法の検討 

 従来の法長，基準高，幅の管理を行わず，任意の横断変

化点にて水平差，鉛直差で出来形管理を行う．ただし現況

擦り付け部分など，横断変化点が明瞭でない法尻や法肩部

においては，任意の断面上の鉛直差にて出来形管理を行う．

任意の横断変化点による水平差，鉛直差においては，以下

の手順にて算出を行う．（図 １） 

① 技術者は，任意の横断変化点の座標を計測する 

② システムは，計測座標を元に線形の累加距離を計算し，

３次元設計データの前後断面より対象測点の横断を

補間計算する． 

③ システムは，補間計算された断面の設計変化点と，計

測された横断変化点の水平差，鉛直差を計算する． 

④ 技術者は，システムにより算出された水平差，鉛直差より出来形の良否判断を行う． 

４．任意の横断変化点管理手法の適用性と効果検証 

 （１）検証条件 

 ＴＳを用いた横断変化点管理による出来形管理手法に

おける検証条件は，従来手法での管理断面の距離（２０ｍ

毎の断面）とし，検証は切土工区および盛土工区にて行っ

た．各々の工区にて４種類の検証を行い，従来手法の２ケ

ース（テープおよびレベル，ＴＳ出来形管理 管理断面±

１０ｃｍ）と，横断変化点管理の２ケース（管理断面付近

±５ｃｍ，前計測点より１０ｍ程度の離れ量）において実

施した．（表 １） 

図 １ 任意の横断変化点管理手法の手順 

表 １ 検証条件 
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 （２）検証箇所 

 切土工区および盛土工区において，それぞれ３測点にて検

証を行った．切土工区においては1横断に４箇所の変化点（出

来形管理項目は基準高４箇所，幅１箇所および法長 1箇所）

であり，盛土工区においてはセンターより左右に３箇所ずつ

全６箇所の変化点（出来形管理項目は基準高６箇所，幅２箇

所および法長２箇所）である． 

従来手法のテープ，レベルでは計測項目が多く，ＴＳを用い

た出来形管理では３次元座標点から各々の数値を算出する

ため，計測点が少ない．ＴＳを用いた横断変化点管理による

出来形管理手法では前断面からの離れ量を１０ｍとしてい

るため，計測頻度が多い．（表 ２） 

 （３）作業時間検証結果 

 ＴＳ出来形による時間を作業指数として 1.0 とした場合，

切土工区における作業時間の違いは，切土工区でのテープ・

レベルが 4.34，ＴＳを用いた横断変化点管理による出来形管

理手法における管理断面付近の指数が 0.80，計測間距離制限

した場合が1.02であったが，同程度の計測頻度であれば0.70

と最も作業効率が良い．また，盛土工区における作業時間の

違いはテープ・レベルが 2.55，ＴＳを用いた横断変化点管理

による出来形管理手法における管理断面付近の指数が 0.79，

計測間距離制限した場合が 1.16 であったが，同程度の計測

頻度であれば 0.75 と最も作業効率が良いことがわかった．

（図 ２） 

６．まとめ 

 本検証結果から，ＴＳを用いた横断変化点管理による出来

形管理の効果及び課題は以下の通りである． 

□ 効果：除雪作業および計測作業時間の短縮 

□ 課題：横断形状が変化する際のデータ作成，システ

ム開発が必須 

 積雪地域ではＩＣＴによる面管理を行うための全面除雪をするのは現実的ではないが，横断変化点管理の場

合は，現場作業員における作業時間の短縮が期待でき，ＴＳによる詳細位置誘導がない事から，作業の効率性

が上がると考える．また，現在は市場に製品が無いため，メーカーによるシステム開発後は更なる効率化が見

込めると考えられる．しかし，横断変化点管理による管理方法では計測位置と前後の断面形状よる補間計算を

行う為，平面図上で幅員が変わる等の場合は，変化する断面のデータを作成する必要がある．  

７．おわりに 

 本稿では，積雪地方におけるＴＳを用いた横断変化点管理による出来形管理の省力化を目的として，ＴＳを

用いた横断変化点管理による出来形管理手法についての研究を行った．積雪地方における任意の横断変化点管

理手法では，出来形管理対象箇所における除雪作業の効率化により．人工数の削減および作業時間の短縮効果

が大きい事が分かった．今後は横断変化点管理手法のデータ処理システム開発に期待し，運用方法やその効果

に関する研究に取り組んで参りたい． 

図 ２ 任意の横断変化点管理手法の手順 

表 ２ 任意の横断変化点管理手法の手順 
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